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広域ネットワークの利活用広域ネットワ クの利活用
の促進について

第第４４回回 安全で快適な自転車利用環境創出の促進に関する検討委員会安全で快適な自転車利用環境創出の促進に関する検討委員会



１．各地域の主なサイクルルート

③北海道グレイトネイチャーライド

②北海道シーニックライド
L=318km

③北海道グレイトネイチャーライド
L=282km

①北海道リゾートライド
L=263km

④奥津軽地域ごとに代表的なサイクル

⑫あづみ野やまびこ自転車道
L=41km

⑤下北
L=67km

④奥津軽
L=73km

⑬富山湾岸サイクリングコース
L=88km

地域ごとに代表的なサイクル
ルートのうち概ね20ｋｍ以上を
抽出（全国30ルート）

⑦つくばりんりんロード
L=40km

⑱一般府道京都八幡木津自転車道線
L=45km

⑰ぐるっとびわ湖サイクルライン
L=193km

⑲奈良まほろばサイク∞リング
L=593km

⑥大川喜多方サイクリングロード
L=48km

⑧霞ヶ浦自転車道
L=40km

⑩江戸川自転車道
L=105km

⑪九十九里自転車道

㉕ぐるっと中海～水辺のルート
L=68km

㉑蒜山高原自転車道
L 29k

㉔ツールド大山コース
L=85km

⑨荒川自転車道
L=46km

⑪九十九里自転車道
L=68km

L=29km

㉓しまなみ海道
サイクリングロード

L=75km

⑮ちゃり三保

⑯浜名湖周遊自転車道
L=48km

㉘メイプル耶馬
サイクリングロード

L=35km

⑭美濃サイクルツアーコース
L=40km他8コース㉗ゆうかファミリーロード

L=34km ⑳紀の川サイクリングロード

L=約20km
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㉙一ッ葉・西都原自転車道
L=23km

㉖四万十コース・足摺コース
L=244km

⑳紀の川サイクリングロ ド
L=67km

㉚一般県道玉城那覇自転車道線
L=25km

㉒吉備路サイクリングロード
L=30km

出典：国土交通省調べ



○ ルート延長が１００ｋｍを超えるものは少ない

１．各地域の主なサイクルルート

○ ル ト延長が１００ｋｍを超えるものは少ない。
○ ルートの特徴・魅力は、「自然環境」、「走行環境」、「沿道サービス施設（休憩施設など）」などが多い。
○ 利用促進により期待する分野では、「観光振興」や「地域活性化」が多い。

■サイクルルートの特徴・魅力■サイクルルートの延長

0 2 4 6 8 10 12（N=30)
ルート延長（km)

26（86.7%）

0 5 10 15 20 25 30

走行環境

（N=30)

4（13.3%）

10（33 3%）

20km以上30km未満

30km以上50km未満

28（93.3%）

23（76.7%）

自然環境

沿道サービス施設

■サイクルルートの利用促進により期待する分野

10（33.3%）

8（26.7%）

30 以 50 未満

50km以上100km未満
注）自由意見の記入内容により判別し集計

15（50.0%）その他

3（10.0%）100km以上200km未満 25（83.3%）

19（63 3%）

0 5 10 15 20 25 30

観光振興

地域活性化

（N=30)

5（16.7%）200km以上

19（63.3%）

6（20.0%）

5（16.7%）

地域活性化

地域住民等の健康増進

知名度向上

注）自由意見の記入内容により判別し集計

（ ）

1（3.3%）環境負荷軽減

2出典：国土交通省調べ



２．しまなみ海道サイクリングロード

■年間17万人が利用する多島美を満喫できる ■観光振興への活用

○自転車を活用した観光振興など、地域活性化に向け関係者との連携を強化。

15箇所のﾀｰﾐﾅﾙで貸出、乗捨を可能に■年間17万人が利用する多島美を満喫できる
サイクルルート

起点：尾道駅前

Ｎ

■観光振興への活用

走行位置、行先を路
面に表示

箇所のﾀ ﾐﾅﾙで貸出、乗捨を可能に
するなど、利用者の利便性に配慮した
取組みを実施

年間来訪者数
約１７万人（推計値）

90,000

台 しまなみ海道レンタサイクル利用実績

瀬戸内海を横断し広島県と愛
媛県を結ぶ約70ｋｍの サイ

【レンタサイクルターミナル】

愛媛県
広島県

36 335
36,617

41,122

42,221

50,000

60,000

70,000

80,000
媛県を結ぶ約70ｋｍの サイ
クルルート

H25年度 年間利用者数
約８万人

約２倍（H25/H20）

10,469
9,425 9,46110 274

11,38911,924
14,531

15,844
17,336

24,327
33,750

39,62321,693
22,522

21,016
19,622

24,089
27,110

27,395
36,335

30,842
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終点：今治駅前
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【しまなみ海道】

サイクルルート

出典：瀬戸内海しまなみ海道振興協議会



３．海外におけるサイクルルート

■ヨーロッパにおける認定事例■ヨ ロッパにおける認定事例

サイクルルートの名称 EuroVelo

認定主体 欧州サイクリスト連盟

整備状況
ル ト数

14ルート
約78 000ｋ

サイクルルートの名称 D-Netz

認定主体 連邦政府

整備状況
ル ト数 12ルート・ルート数

・延長（ｋｍ）
約78,000ｋｍ
（各ルート延長の合計）

・ルート数
・延長（ｋｍ）

12ル ト
約11,700ｋｍ

道路標識に設置されているD-netzのサイン
（ベルリン）
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出典：European Cyclists’Federation HP 出典：Federal Ministry of Transport , Building and Housing,

National Cycling Plan 2002-2012



４．ナショナルサイクルルート（仮称）認定制度のイメージ（案）

○ 認定によるブランド化により 国内外の自転車利用者が 安全なサイクルルートを選ぶことのできる環境を○ 認定によるブランド化により、国内外の自転車利用者が、安全なサイクルル トを選ぶことのできる環境を
整えるとともに、サイクルルートの管理者等による質向上のための様々な取組みを促進することで、安全で
快適な自転車利用環境を創出すること。

認定基準

認定実施主体 認 定 ナショナルサイクルルート（仮称）

ブランド化

サイクルルート管理者等

・より安全で快適な環境を創出するための様々

自転車利用者

・より安全で快適なサイクルルートの選択 ・より安全で快適な環境を創出するための様々
な工夫や取組み
・多くの利用者を獲得するための様々な取組み

・より安全で快適なサイクルルートの選択

・安全性や快適性に対する意識の向上

・様々なツールによる評価の発信

安全で快適なサイクルルートの創出
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補足説明資料



認定にあたっての考え方（案）

【サイクルル トの基礎的要件（案）】【サイクルルートの基礎的要件（案）】

基礎的要件 水準

・サイクルルートの利用環境が整っていること
・サイクルルートとして一定の規模がある

・サイクルル トの利用環境が整っていること
・一定の間隔でトイレがある

・サイクルルートとして認識されていること ・マップ、ＨＰ等がある

・沿線に地域資源があること
・景観資源、自然資源、歴史資源、文化資源、
体験・交流資源、及び施設・情報資源のいずれ
かがある

・サイクルルートの質を維持・向上させるための取組が
・継続的に取り組むための組織や仕組みがある
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行われていること
・継続的に取り組むための組織や仕組みがある



【ナショナルサイクルルート（仮称）の認定要件（案）】

認定にあたっての考え方（案）

【ナショナルサイクルル ト（仮称）の認定要件（案）】

基本的なスタンス
海外からの利用者も含め幅広い年代層が、安全で快適に楽しく利用できるサイクルルートのうち、全国を

牽引する ト牽引するルート。

①安全性

自転車通行空間の確保
例）全長にわたって自転車利用者が迷うことなく走行できるよう通行位置の明示

等がされ る と等等がされていること等

自転車通行空間の連続性

例）全長にわたってルートに途切れがないこと例）全長にわたってルートに途切れがないこと

注意喚起や案内標識等

例）注意喚起や案内標識が適切に設置されていること、マップが用意されている例）注意喚起や案内標識が適切に設置されて る と、 ップが用意されて る
こと

◆ 交通事故の実績

事 が
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例）過去５年間で交通事故発生件数が極めて少ないこと



認定にあたっての考え方（案）

②快適性

おもてなし
例）レンタサイクルの提供

宿泊施設（自転車を持ち込める宿等）宿泊施設（自転車を持ち込める宿等）
休憩施設（修理等サービス等）
案内施設（外国語対応等）
案内機能（ツア ガイド等）案内機能（ツアーガイド等）
公共交通によるアクセス（サイクルトレイン）

交通のアクセス交通 アク

例）自動車によるアクセス（駐車場）
鉄道・バスによるアクセス（輪行）

者 評価利用者の評価

例）アンケート結果（満足度等）
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認定にあたっての考え方（案）

③発展性③発展性

◆来訪客数の伸び
例）来訪客数が伸びており 今後の伸びる傾向にあること例）来訪客数が伸びており、今後の伸びる傾向にあること

◆外部評価（話題性）の有無
例）自転車雑誌や旅行雑誌等マスメデ アで取り上げられていること例）自転車雑誌や旅行雑誌等マスメディアで取り上げられていること

将来計画の有無
例）安全で快適な利用環境を整える計画があること（路肩の拡幅及び改修、

休憩施設の改修、交通規制の見直し、駐輪場や自転車）
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様々なルート指定の形態

官 半官半民 民間

ドイツ フランス EU

事例

（連邦政府）（実施主体） （ECF 欧州サイクリスト連盟）（自転車ルート・グリーン道国家委員会）

道の駅 日本風景街道 日本の道100選 美しい日
本の歩き
たくなる
道500選

ミシュラン
・グリーンガイド

類似事例
道500選

・ジャポン

（実施主体） （国土交通省） （国土交通省） （建設省及び「道の日」
（（社）日本ウォーキング協会） （ミシ ラン）

（国土交通省）
実行委員会）

（（社）日本ウォーキング協会） （ミシュラン）
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出典：Federal Ministry of Transport , Building and Housing , National Cycling Plan 2002-2012、DEPARTMENTS&REGIONS CYCLABLES HP、
European Cyclists’Federation HP、国土交通省HP、日本の道100選、日本ウォーキング協会HP、ミシュランHP


